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研究分野 健康経営　データヘルス　産業保健

学位 博士（保健学）

学歴
聖路加看護大学看護学部卒業、東京大学大学院医学系研究科修士課程修了、

東京大学大学院医学系研究科博士後期課程修了

氏名 津野　陽子 部署 健康開発学科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
株式会社三菱総合研究所 研究員、東邦大学看護学部 助教、東京大学政策ビジョン研究センター 特任助教、

東北大学大学院医学系研究科 講師、2020年 埼玉県立大学保健医療福祉学部 准教授

所属学会（役職）日本公衆衛生学会、日本産業衛生学会、日本健康教育学会、日本医療・病院管理学会、日本保健医療社会学会等

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし

（２）論文

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

国保データベース（KDB）システムを利

用した中高年向けの運動教室の効果評価
共著 あり

丹野祐美, 延原弘章, 関美雪, 津野

陽子, 柴田亜希
2025.10

日本公衆衛生雑誌

72(10): 793–801

企業における職場環境整備による生産性

への影響
共同

第98回日本産業衛生学会、

仙台市

〇津野陽子, 荒川舜, 武藤貴雄, 牧井美波,

伊藤健太郎, 亀山泉, 北畠義典
2025.5

職場環境整備による従業員の身体活動量

の変化
共同

第98回日本産業衛生学会、

仙台市

〇荒川舜, 津野陽子, 武藤貴雄, 牧井美波,

伊藤健太郎, 亀山泉, 北畠義典
2025.5

2025.6

〇亀山泉, 北畠義典, 津野陽子, 助友裕子 2025.7

COVID-19 流行時の医療従事者欠勤者数

およびアブセンティーイズムの推計
共著 あり 米澤春風, 津野陽子 2025.7

日本医療病院管理学

会誌 62(3): 70-76

BMJ Nursing 24(1):

1283
〇

Personal growth among female nurses

raising preschool children: a cross-

sectional study on the role of work

engagement and social support

共著 あり

Nakagawa Aoi, Hara Yukari,

Matsunaga Atsushi, Nakano

Kumiko, Iwamoto Megumu, Yoko

Sumikawa Tsuno, Omori Junko

2025.10

Key Factors Influencing the Intention of

Visiting Nurses to Work in the Child-

rearing stage

共同
ICN Congress 2025、

Helsinki

〇Saki Uchida, Yukari Hara, Atsushi

Matsunaga, Kumiko Nakano, Megumu

Iwamoto, Yoko Sumikawa Tsuno, Junko

Omori

地域在住高齢者に対するアクションリ

サーチを用いた住民主体の運動プログラ

ム構築

共同
第33回日本健康教育学会学

術大会、東京

健康経営推進による健康リスクおよび生

産性の変化とその関連要因
共同

第63回日本医療・病院管理

学会学術総会、東京

〇津野陽子, 尾形裕也, 渋谷克彦, 髙田昌

実, 夏越祥次, 田島紘己, 中村真之
2025.10
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実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

専門ゼミⅠ 15 主に論文クリティークをゼミナール形式で行った

専門ゼミⅡ 15 研究方法論と研究計画書立案をゼミナール形式で行った

（３）実習

（４）その他

医療機関における正職員・パートの健康

リスクと生産性の比較
共同

第84回日本公衆衛生学会総

会、静岡市

〇津野陽子, 渋谷克彦, 髙田昌実, 夏越祥

次, 田島紘己, 中村真之
2025.10

玉昌会グループが取り組む健康経営活動 共同
第66回全日本病院学会、札

幌市

〇中村真之, 菊池博之, 大迫尚仁, 渡辺純

子, 田島紘己, 夏越祥次, 津野陽子, 尾形裕

也, 渋谷克彦, 髙田昌実

2025.10

役職定年・再任用後の保健師の職務変化

への適応プロセス：質的記述的研究
共同

第84回日本公衆衛生学会総

会、静岡市

〇加藤日和, 岩本萌, 中野久美子, 松永篤

志, 原ゆかり, 津野陽子, 大森純子
2025.10

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

産業保健 〇 8

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

科学研究費補助金　基盤研究（C）

健康文化の醸成による持続可能な

健康経営フレームワーク構築に関

する研究

研究代表者 2022.4～2026.3

1
「地域・組織における健康情報の活用」をテーマに、健康情報から健

康課題の見える化と活用を健康経営の事例で講義を行った

データヘルス特論 〇 7 博士前期課程の学生にデータヘルスの展開と健康経営について教授した

健康情報学研究論 3
博士後期課程の学生にデータヘルスと健康経営について講義・ディス

カッションを行った

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

IPW実習 2025.8～2025.10 教員FTとして施設FTとともに実習を担当した

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）講義の名称 科目責任者

保健医療情報演習 〇 15
Webアンケートデータを用い、研究疑問を立て、分析計画、分析、結果

の図表化、考察、発表までを実施する演習を行った

健康行動科学入門Ⅱ 1 「40年後の日本と持続可能な社会を考える」をテーマに講義を行った

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数

修士論文 2025.4～2026.3 主指導（指導教員） 2名 副指導（指導補助教員） 2名

卒業論文 2025.4～2026.3 主指導 5名 副指導 名

博士論文 2025.4～2026.3 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 1名

名称 単・共

３．教育業績

（１）講義

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

地域在住高齢者に対するアクションリ

サーチを用いた住民主体の運動プログラ

ム構築

共同
第84回日本公衆衛生学会総

会、静岡市

〇亀山泉, 北畠義典, 津野陽子, 岸本俊樹,

助友裕子
2025.10

「過重労働とストレス対策」「職場におけるメンタルケア」について講

義を行った

健康科学（保健医療情報） 〇 15
データヘルスにおける保健医療に関するビッグデータの利活用と課題に

ついて具体的事例を紹介しながら講義を行った

健康情報学入門Ⅰ
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（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

東北大学大学院医学系研究科

非常勤講師
2025.9～2026.3 博士前期課程の研究指導

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

慶應義塾大学健康マネジメント研究科

授業内講演
2025.12

修士課程科目「公衆衛生看護活動方法論Ⅱ」にて「組織特性に応じた

産業保健活動　―データヘルス計画と産業保健師」について講義

沖縄県立看護大学

非常勤講師（大学院）
2025.10～2026.3

博士後期課程の科目「ヘルスプロモーション・健康教育Ⅱ」を7コマ担

当した

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

利根保健医療圏地域・職域連携推進関係

者会議

加須保健所

幸手保健所
講話「市町村における壮年期の健康づくりの推進」 2025.12

健康づくりに取り組む企業に向けた研修

会
富山市保健所 講演「健康課題の見える化から始まる健康経営」 2026.2

公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会 優秀研究表彰審査委員会　委員 2024.10～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

愛知県国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会委員 2014.9～現在

宮城県国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会委員、事業支援部会員 2018.7～現在

医療法人玉昌会、公益社団

法人昭和会

共同研究「医療機関における健康経営フレームワークの開発に関する

研究」
2025.7～2028.3

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

産業支援 民間企業
受託研究「企業における健康経営サービス導入による生産性への影響

について」
2024.4～2025.9

産業支援

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学生支援 4年生担任 2025.4～2026.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

全学的委員会及びセンター業務等 入試実施部会 2024.4～2026.3

大学広報活動 高校訪問・大学見学・進学ガイダンス・高校の先生対象大学説明会 2025.4～2026.3

産業支援
（公財）埼玉県産業振興公

社

大学シーズマッチングに「健康経営は生産性向上のカギ」をテーマに

シーズ提供した
2025.12

５．学内運営

項目 内容 期間

大学広報活動 オープンキャンパス 2025.6 / 2025.8

産業支援 埼玉縣信用金庫
さいしんビジネスフェア2025に「中小企業の健康経営をサポートしま

す」を出展
2025.6

産業支援 株式会社MTG
共同研究「従業員における遠赤外線の血行促進作用を施した衣服の生

産性への影響」
2025.11～2028.10


